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１ 計画
けいかく

策定
さくてい

の背景
はいけい

と趣旨
し ゅ し

 

近年
きんねん

、 障
しょう

がいのある方
かた

の高齢化
こうれいか

と 障
しょう

がいの重度化
じゅうどか

が進
すす

む中
なか

で、 障
しょう

がい

福祉
ふくし

のニーズはますます複雑
ふくざつ

多様化
たようか

しており、すべての 障
しょう

がいのある方
かた

が、

地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるまちづくりが求
もと

められています。また、 障
しょう

害
がい

者
しゃ

基本法
きほんほう

の理念
りねん

にのっとり、障
しょう

がいの有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、障
しょう

がいのある方
かた

もない方
かた

も相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

い、ともに支
ささ

えあいな

がら暮
く

らすことができる地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

が求
もと

められています。 

本市
ほんし

では、前計画
ぜんけいかく

が最 終
さいしゅう

年次
ねんじ

を迎
むか

えたことから、計画
けいかく

の見直
みなお

しを 行
おこな

い、

新
あら

たに、「第
だい

５次
じ

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

」と「第
だい

６期
き

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

」「第
だい

２期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

」を一体化
いったいか

した「各務原市
かかみがはらし

障
しょう

がい者
しゃ

スマイルプラン」を策定
さくてい

しました。 

 

２ 「SDGs」との関係
かんけい

 

本市
ほんし

ではSDGsを「各務原市
かがみがはらし

総合
そうごう

計画
けいかく

 後期
こうき

基本
きほん

計画
けいかく

」による取
と

り組
く

みの

前提
ぜんてい

事項
じこう

に位置
い ち

付
づ

けており、職 員
しょくいん

の理解
りかい

向 上
こうじょう

及
およ

び市民
しみん

等
など

への普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、

市政
しせい

におけるSDGsの反映
はんえい

、SDGsを介
かい

した連携
れんけい

の創 出
そうしゅつ

を図
はか

っています。 

本計画
ほんけいかく

においても、SDGsの基本
きほん

理念
りねん

である「誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

さない」という視点
してん

を取
と

り入
い

れ、多様
たよう

な主体
しゅたい

による「パートナーシップ」によって持続
じぞく

可能
かのう

な 障
しょう

がい

者
しゃ

福祉
ふくし

施策
しさく

を推進
すいしん

していくものとします。 
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３ 計画
けいかく

の対象
たいしょう

 

この計画
けいかく

の対 象 者
たいしょうしゃ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

及
およ

び障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

などをはじ

めとする関連法
かんれんほう

を踏
ふ

まえ、身 体 障
しんたいしょう

がい、知的
ちてき

障
しょう

がい、精 神 障
せいしんしょう

がい、発 達 障
はったつしょう

がいのある人
ひと

及
およ

び 障
しょう

がいのある子
こ

どもと難 病
なんびょう

の人
ひと

を対 象
たいしょう

とします。 

 

４ 計画
けいかく

の期間
き か ん

 

第
だい

５次
じ

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

は、令和
れいわ

３年度
ねんど

から８年度
ねんど

までの６年間
ねんかん

を計画
けいかく

期間
きかん

と

し、同計画
どうけいかく

期間内
きかんない

において、第
だい

６期
き

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

及
およ

び第
だい

２期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（令和
れいわ

３年度
ねんど

から５年度
ねんど

までの３年間
ねんかん

）、第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

・第
だい

３期障
きしょう

がい児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（令和
れいわ

６年度
ねんど

から８年度
ねんど

までの３年間
ねんかん

）を計画
けいかく

期間
きかん

とし

ます。 

ただし、計
けい

画期
かくき

間 中
かんちゅう

の法
ほう

改正
かいせい

などの動向
どうこう

を踏
ふ

まえ、必要
ひつよう

に応
おう

じて見直
みなお

しを

行
おこな

います。 

 

５ 基本理念
き ほ ん り ね ん

 

第
だい

４次
じ

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

では、「笑顔
えがお

あふれる思
おも

いやりのまち かかみがはら 

～人格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し共
とも

に支
ささ

え合
あ

う「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の推進
すいしん

～」を基本
きほん

理念
りねん

と

し、計画
けいかく

を推進
すいしん

してきました。 

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

は道
みち

半
なか

ばであり、引
ひ

き続
つづ

き、「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」のまちづくり

を推進
すいしん

していく必要
ひつよう

があることから、本計画
ほんけいかく

においてもこれを 障
しょう

がい者
しゃ

分野
ぶんや

の基本
きほん

理念
りねん

として継 承
けいしょう

します。 

 

 

 

 

 

  

基
き

 本
ほん

 理
り

 念
ねん

 

笑顔
え が お

あふれる思
おも

いやりのまち かかみがはら 

～人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し共
とも

に支
ささ

え合
あ

う「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の推進
すいしん

～ 
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６ 重点目標
じゅうてんもくひょう

 

重点
じゅうてん

目標
もくひょう

１ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の取
と

り組
く

みの推進
すいしん

 

年齢
ねんれい

や 障
しょう

がいの有
う

無
む

等
とう

にかかわらず、互
たが

いに理解
りかい

と信頼
しんらい

を深
ふか

め、共
とも

に助
たす

け

合
あ

いながら暮
く

らしていく共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

し、ノーマライゼーション

理念
りねん

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

に努
つと

め、差別
さべつ

の解 消
かいしょう

と相互
そうご

理解
りかい

を促進
そくしん

します。また、 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

、ボランティア、事業所
じぎょうしょ

等
など

との連携
れんけい

を図
はか

り、 障
しょう

がいのある人
ひと

が

地域
ちいき

で安心
あんしん

していきいきと生活
せいかつ

できる環 境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

します。 

さらに、行 政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

における 障
しょう

がいのある人
ひと

への配慮
はいりょ

及
およ

び理解
りかい

の促進
そくしん

や、

選挙
せんきょ

等
など

における配慮
はいりょ

に努
つと

めます。 

 

 

重点
じゅうてん

目標
もくひょう

２ 難病
なんびょう

、発達障
はったつしょう

がい等
など

も含
ふく

めた包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

乳幼児
にゅうようじ

から高齢期
こうれいき

までのライフステージ支援
しえん

及
およ

び幅広
はばひろ

い 障
しょう

がいへの対応
たいおう

を進
すす

めるために「市
し

障
しょう

がい者
しゃ

地域
ちいき

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

」をさらに活性化
かっせいか

するとともに、

サービス等
とう

の積 極 的
せっきょくてき

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

に努
つと

めます。また、障
しょう

がいの種別
しゅべつ

にかか

わらず、一人
ひとり

ひとりの 状 況
じょうきょう

に応
おう

じたきめ細
こま

かな支援
しえん

ができるよう「基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター」の機能
きのう

強化
きょうか

を図
はか

ります。 

さらに、県
けん

や保健所
ほけんじょ

等
など

、関係
かんけい

機関
きかん

との情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

体制
たいせい

を強化
きょうか

し、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

や発 達 障
はったつしょう

がいのある子
こ

どもに対
たい

する支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

します。 

 

 

重点
じゅうてん

目標
もくひょう

３ 災害
さいがい

時
じ

における支援
し え ん

体制
たいせい

・避難所
ひなんじょ

体制
たいせい

の確立
かくりつ

 

日頃
ひごろ

から市民
しみん

の災害
さいがい

に対
たい

する意識
いしき

を高
たか

めるとともに、避難
ひなん

支援
しえん

マニュアルの

周知
しゅうち

・啓発
けいはつ

に努
つと

め、避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

の地域
ちいき

での支援
しえん

体制
たいせい

の確立
かくりつ

を促進
そくしん

しま

す。また、避難所
ひなんじょ

において、 障
しょう

がいのある人
ひと

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

に過
す

ごせるよう、

関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

の拡 充
かくじゅう

や、各種
かくしゅ

マニュアルの効果的
こうかてき

な活用
かつよう

に努
つと

めます。  
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重点
じゅうてん

目標
もくひょう

４ 就労
しゅうろう

の場
ば

の提供
ていきょう

と、受入側
うけいれがわ

への支援
し え ん

強化
きょうか

 

関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

のための情 報
じょうほう

・機会
きかい

の提 供
ていきょう

に努
つと

め

るとともに、受
う

け皿
ざら

である事業所
じぎょうしょ

や企業
きぎょう

への 働
はたら

きかけを強化
きょうか

し、障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こよう

の促進
そくしん

と就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

のための支援
しえん

をより一層
いっそう

推進
すいしん

します。 

また、障 害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調 達 法
ちょうたつほう

に基
もと

づく「市
し

障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
など

調 達
ちょうたつ

方針
ほうしん

」の推進
すいしん

や、市
し

福祉
ふくし

ショップでの販売
はんばい

を促進
そくしん

し、自主生
じしゅせい

産品
さんひん

の

販路
はんろ

の拡大
かくだい

を目指
め ざ

します。 

 

 

重点
じゅうてん

目標
もくひょう

５ 住
す

まいと暮
く

らしの場
ば

の確保
か く ほ

と、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

 

一人
ひとり

ひとりの 障
しょう

がいの多様
たよう

な特性
とくせい

や程度
ていど

、多様
たよう

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

入 所
にゅうしょ

・入 居
にゅうきょ

施設
しせつ

の整備
せいび

やサービスの充 実
じゅうじつ

に努
つと

め、 障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ちいき

における支援
しえん

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。また、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

及
およ

び拡 充
かくじゅう

に努
つと

めます。 
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７ 障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

の施策
し さ く

 

分野
ぶ ん や

１ 相談
そうだん

支援
し え ん

・権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

 

障
しょう

がいのある人
ひと

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で 幸
しあわ

せを実感
じっかん

して暮
く

らせるよう、ライフ

ステージに合
あ

わせた切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を提 供
ていきょう

できる総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、「市
し

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター」を核
かく

とした、相談
そうだん

支援
しえん

ネ

ットワークを確立
かくりつ

し、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

また、地域
ちいき

における共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

のため、障
しょう

がいのある人
ひと

が日 常
にちじょう

生活
せいかつ

での手続
てつづ

きなど様々
さまざま

な場面
ばめん

で不利益
ふりえき

を被
かぶ

らないよう、権利
けんり

擁護
ようご

を推進
すいしん

し、 障
しょう

がいのある人
ひと

を地域
ちいき

で支
ささ

える事業者間
じぎょうしゃかん

のネットワークを強化
きょうか

します。 

 

施策
しさく

１ 総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の確立
かくりつ

  

施策
しさく

２ よりきめ細
こま

かな相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

施策
しさく

３ 権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

    施策
しさく

４ 市内事
しないじ

業 者 間
ぎょうしゃかん

のネットワークの強化
きょうか

 

 

分野
ぶ ん や

２ 地域
ち い き

で育
はぐく

む福祉
ふ く し

の推進
すいしん

 

「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

のために、障
しょう

がいへの正
ただ

しい理解
りかい

を深
ふか

めるための福祉
ふくし

教 育
きょういく

活動
かつどう

に取
と

り組
く

むほか、地域
ちいき

交 流
こうりゅう

、ボランティア活動
かつどう

等
など

を促進
そくしん

し、すべ

ての人
ひと

が交 流
こうりゅう

できる機会
きかい

や場
ば

を拡 充
かくじゅう

するとともに、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ちいき

のさまざまな場
ば

に参加
さんか

しやすい環 境
かんきょう

づくりを一層
いっそう

進
すす

めます。 

また、ボランティア意識
いしき

の醸 成
じょうせい

やボランティアの養成
ようせい

により、地域
ちいき

における

支
ささ

え合
あ

いの体制
たいせい

づくりを推進
すいしん

するとともに、 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

の自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

を支援
しえん

し、障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ちいき

における日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を支援
しえん

します。 

 

施策
しさく

１ 地域
ちいき

協 働
きょうどう

で取
と

り組
く

む福祉
ふくし

のまちづくり   

施策
しさく

２ 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

の支援
しえん

 

施策
しさく

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

の浸透
しんとう

  

施策
しさく

４ 福祉
ふくし

教 育
きょういく

の推進
すいしん

 

施策
しさく

５ マンパワーの育成
いくせい

、ボランティア活動
かつどう

の推進
すいしん
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分野
ぶ ん や

３ 保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

 

各種
かくしゅ

健
けん

（検
けん

）診
しん

の実施
じっし

や経済的
けいざいてき

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

により、障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・

早期
そうき

治療
ちりょう

を促進
そくしん

するとともに、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し適切
てきせつ

な医療
いりょう

が受
う

けられる

体制
たいせい

を整備
せいび

することにより、 障
しょう

がいの予防
よぼう

や重度化
じゅうどか

抑制
よくせい

を図
はか

ります。 

また、医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な 障
しょう

がい児
じ

や在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

する難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

す

る支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

します。 

 

施策
しさく

１ 障
しょう

がいの早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

治療
ちりょう

の推進
すいしん

 

施策
しさく

２ 相談
そうだん

・指導
しどう

の充 実
じゅうじつ

   

施策
しさく

４ 医療的
いりょうてき

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

   

 

分野
ぶ ん や

４ 療育
りょういく

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいのある子
こ

どもの早期
そうき

療 育
りょういく

を促進
そくしん

するとともに、一人
ひとり

ひとりの特性
とくせい

に応
おう

じた個別的
こべつてき

な教 育
きょういく

支援
しえん

体制
たいせい

や支援
しえん

内容
ないよう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

り、 障
しょう

がいのある

子
こ

どももない子
こ

どもも共
とも

に育
そだ

つインクルーシブ教 育
きょういく

の実現
じつげん

をめざします。 

また、関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

を図
はか

り、就 学 前
しゅうがくまえ

から就学後
しゅうがくご

への療 育
りょういく

から教 育
きょういく

へ

のネットワークを構築
こうちく

します。 

 

施策
しさく

１ 早期
そうき

療 育
りょういく

の充 実
じゅうじつ

   

施策
しさく

２ 障
しょう

がい児
じ

保育
ほいく

の充 実
じゅうじつ

  

施策
しさく

３ 障
しょう

がい児
じ

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

  

施策
しさく

４ 療 育
りょういく

から教 育
きょういく

へのネットワークの構築
こうちく

 

 
 

  

施策
しさく

３ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への支援
しえん

の促進
そくしん

 

施策
しさく

５ 難 病
なんびょう

対策
たいさく

の推進
すいしん
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分野
ぶ ん や

５ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

体制
たいせい

及
およ

びサービスの充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいのある人
ひと

が円滑
えんかつ

にサービスを利用
りよう

できるよう、各種
かくしゅ

制度
せいど

、社会
しゃかい

資源
しげん

についての適切
てきせつ

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をします。 

また、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支援
しえん

するサービスや、障
しょう

がいのある人
ひと

が積 極 的
せっきょくてき

に社会
しゃかい

参加
さんか

できるような日 中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、自立
じりつ

した

生活
せいかつ

及
およ

び親
おや

亡き
な き

後
あと

の生活
せいかつ

支援
しえん

を強化
きょうか

するため、 居 住
きょじゅう

サービス
さ ー び す

の 充 実
じゅうじつ

を

一層
いっそう

進
すす

めます。 

さらに、精 神 障
せいしんしょう

がいのある人
ひと

が退院
たいいん

・退所後
たいしょご

に地域
ちいき

で暮らすため、医療
いりょう

、

福祉
ふくし

、行 政
ぎょうせい

、地域
ちいき

が一体
いったい

となった取
と

り組
く

みを推進
すいしん

します。 
 

施策
しさく

１ 経済的
けいざいてき

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

  

施策
しさく

２ 在宅
ざいたく

生活
せいかつ

支援
しえん

サービスの充 実
じゅうじつ

  

施策
しさく

３ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
しえん

サービスの充 実
じゅうじつ

 

施策
しさく

４ 居 住
きょじゅう

サービスの充 実
じゅうじつ

 

（高齢化
こうれいか

対策
たいさく

としての親
おや

亡
な

き後
あと

の住
す

まいの場
ば

の確保
かくほ

）  

施策
しさく

５ 精 神 障
せいしんしょう

がいのある人
ひと

の地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

の促進
そくしん

  

施策
しさく

６ サービス利用
りよう

のための、わかりやすい情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

 

分野
ぶ ん や

６ 社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

障
しょう

がいのある人
ひと

の特性
とくせい

に合
あ

わせた外 出
がいしゅつ

支援
しえん

サービスを充 実
じゅうじつ

させ、社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

ります。 

また、障
しょう

がいのある人
ひと

が参加
さんか

しやすいスポーツ・レクリエーション・文化
ぶんか

活動
かつどう

の内容
ないよう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、活動
かつどう

を通
つう

じた体 力
たいりょく

づくり、生
い

きがいづくり

を支援
しえん

するとともに、創作
そうさく

活動
かつどう

、レクリエーション、調理
ちょうり

等
など

を通
とお

して交 流
こうりゅう

で

きる場所
ばしょ

や機会
きかい

を提
てい

供
きょう

します。 

 

施策
しさく

１ 外 出
がいしゅつ

支援
しえん

サービスの充 実
じゅうじつ

 

施策
しさく

２ スポーツ・レクリエーション・文化
ぶんか

活動
かつどう

の推進
すいしん

  

施策
しさく

３ 交 流
こうりゅう

の場
ば

づくり  

施策
しさく

４ 広報
こうほう

による社会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん
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分野
ぶ ん や

７ 雇用
こ よ う

・就労
しゅうろう

の支援
し え ん

 

個人
こじん

の能 力
のうりょく

や希望
きぼう

に応
おう

じた就 労
しゅうろう

環 境
かんきょう

を充 実
じゅうじつ

するため、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

へ向
む

けた支援
しえん

や 就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

のための支援
しえん

を推進
すいしん

します。また、 障 害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調 達 法
ちょうたつほう

に基
もと

づく「市
し

障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

調 達
ちょうたつ

方針
ほうしん

」を

全 庁 的
ぜんちょうてき

に推進
すいしん

し、自主生
じしゅせい

産品
さんひん

の販路
はんろ

の拡大
かくだい

を推進
すいしん

します。 

さらに 障
しょう

がいのある人
ひと

が継続
けいぞく

して 働
はたら

き続
つづ

けることができるよう、住
す

まいや

生活
せいかつ

支援
しえん

、人間
にんげん

関係
かんけい

への相談
そうだん

支援
しえん

などを 行
おこな

いながら、各機関
かくきかん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、就労後
しゅうろうご

の支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を 行
おこな

います。 
 

施策
しさく

１ 就 労
しゅうろう

を支援
しえん

するための体制
たいせい

整備
せいび

 

施策
しさく

２ 雇用
こよう

の確保
かくほ

と拡大
かくだい

による就 労
しゅうろう

の促進
そくしん

  

施策
しさく

３ 就 労
しゅうろう

の定 着
ていちゃく

支援
しえん

         

施策
しさく

４ 就 労
しゅうろう

を支援
しえん

するためのサービスの充 実
じゅうじつ

 

 

分野
ぶ ん や

８ 住
す

み良
よ

い環境
かんきょう

づくり 

「岐阜県
ぎふけん

福祉
ふくし

のまちづくり条 例
じょうれい

」に基
もと

づき、障
しょう

がいのある人
ひと

の目線
めせん

に合
あ

わせた

バリアフリー化
か

やユニバ―サルデザインを推進
すいしん

します。 

障
しょう

がいのある人
ひと

が必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

を取得
しゅとく

できるための支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

させます。

また、「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

」に規定
きてい

する社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

を除去
じょきょ

していくため、

情 報
じょうほう

伝達
でんたつ

に関
かん

する「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」を実施
じっし

します。 

地域
ちいき

の支
ささ

えあい、助
たす

け合
あ

いと思
おも

いやりの 心
こころ

を 育
はぐく

むため、「 心
こころ

のバリアフリ

ー」についての広報
こうほう

、啓発
けいはつ

を進
すす

め、 障
しょう

がいのある人
ひと

への市民
しみん

の理解
りかい

を深
ふか

めま

す。 

 

施策
しさく

１ バリアフリー・ユニバ―サルデザイン環 境
かんきょう

の推進
すいしん

 

施策
しさく

２ 交通
こうつう

のバリアフリー  

施策
しさく

３ 情 報
じょうほう

のバリアフリー 

施策
しさく

４ こころのバリアフリー 
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分野
ぶ ん や

９ 安心
あんしん

・安全
あんぜん

のまちづくり 

避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

名簿
めいぼ

の活用
かつよう

により避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

を事前
じぜん

に把握
はあく

するこ

とで、災害
さいがい

時
じ

の円滑
えんかつ

な支援
しえん

を図
はか

るとともに、障
しょう

がいのある人
ひと

の安全
あんぜん

な避難
ひなん

と

避難
ひなん

時
じ

における負担
ふたん

の軽減
けいげん

を図
はか

るため、 障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた支援
しえん

体制
たいせい

を

確立
かくりつ

します。 

高齢者
こうれいしゃ

や 障
しょう

がいのある人
ひと

を狙
ねら

った犯罪
はんざい

被害
ひがい

を未然
みぜん

に防止
ぼうし

するための啓発
けいはつ

を 行
おこな

います。 

また、市内
しない

の 障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

（居 住
きょじゅう

・日 中
にっちゅう

活動
かつどう

サービス事業所
じぎょうしょ

）での事故
じ こ

やインフルエンザ等
など

の感 染 症
かんせんしょう

への対応
たいおう

について、県
けん

及
およ

び市
し

の対応
たいおう

マニュアル

を周知
しゅうち

するとともに、対応
たいおう

や改善
かいぜん

策
さく

等
とう

での相談
そうだん

に対
たい

して県
けん

と連携
れんけい

しながら

支援
しえん

し、危機
き き

管理
かんり

体制
たいせい

を整備
せいび

します。 

 

施策
しさく

１ 避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

の把握
はあく

  

施策
しさく

２ 障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた避難
ひなん

体制
たいせい

の確立
かくりつ

 

施策
しさく

３ 地域
ちいき

ぐるみの支援
しえん

  

施策
しさく

４ 消費者
しょうひしゃ

トラブル等
など

犯罪
はんざい

被害
ひがい

の未
み

然
ぜん

防止
ぼうし

  

施策
しさく

５ 障
しょう

がい者
しゃ

施設内
しせつない

での事故
じ こ

・感 染 症
かんせんしょう

対応
たいおう

への支援
しえん
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８ 障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

における事業
じぎょう

の達成
たっせい

指標
しひょう

 

 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ１） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ６） 

障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の満足度
まんぞくど

 91.1％ ＵＰ↑ 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ２） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ８） 

市内
し な い

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の設置
せ っ ち

箇所数
かしょすう

 １０箇所
か し ょ

 １３箇所
か し ょ

 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ２） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ６） 

市内
し な い

の障
しょう

がい児者
じ し ゃ

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

受入
う け い

れ施設数
しせつすう

 ４施設
し せ つ

 ６施設
し せ つ

 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ２） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ８） 

市内
し な い

の生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所数
じぎょうしょすう

 ５施設
し せ つ

 ７施設
し せ つ

 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ２） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ８） 

市内
し な い

のグループホーム数
すう

 ８施設
し せ つ

 １６施設
し せ つ

 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ１） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ６） 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

（年間
ねんかん

） 196人
にん

 226人
にん

 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ１） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ５） 

公共的
こうきょうてき

な施設
し せ つ

が障
しょう

がい児者
じ し ゃ

でも使
つか

いやすい施設
し せ つ

と

なっていると思
おも

う市民
し み ん

の割合
わりあい

 
25.1％ ＵＰ↑ 

達成
たっせい

指標
しひょう

 
現状値
げんじょうち

 

（Ｒ１） 

目標値
もくひょうち

 

（Ｒ６） 

手話
し ゅ わ

奉
ほう

仕員
し い ん

養成
ようせい

講
こう

座
ざ

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

体験
たいけん

講座
こ う ざ

、点訳
てんやく

・音訳
おんやく

ボランティア養成
ようせい

講座
こ う ざ

の受講者数
じゅこうしゃすう

 
66人

にん

 68人
にん
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９ 障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 

（１）福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

  

目
もく

 標
ひょう

 値
ち

 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

の施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

  143人
にん

 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

までの地域
ち い き

生活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

  2人
にん

 

（２）地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せ い び

  

目
もく

 標
ひょう

 値
ち

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の検証
けんしょう

、検討
けんとう

 
年
ねん

１回
かい

以上
いじょう

検証
けんしょう

、 

検討
けんとう

 

（３）福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

等
など

  

目
もく

 標
ひょう

 値
ち

 

令和
れ い わ

５年度中
ねんどちゅう

の年間
ねんかん

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

 34人
にん

 

 
内 う

ち 
訳 わ

け 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

における一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

 15人
にん

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

における一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

 19人
にん

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

における一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

 0人
にん

 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

における就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

 24人
にん

 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

における就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

の就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

  7割
わり

以上
いじょう

 

 

  



 

12 

 

（４）障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

等
など

  

項目
こうもく

 現状
げんじょう

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

 
設置済み
せ っ ち ず み

 

（Ｒ２現在
げんざい

）市内
し な い

に福祉型
ふくしがた

と医療型
いりょうがた

が各
かく

１か所
しょ

 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を利用
り よ う

できる体制
たいせい

の

構築
こうちく

 
構築済
こうちくず

み  （Ｒ２現在
げんざい

）市内
し な い

：２か所
しょ

 

重 症
じゅうしょう

心
しん

身障
しんしょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

 

確保済
か く ほ ず

み  （Ｒ２現在
げんざい

）市内
し な い

：１か所
しょ

  

            圏域
けんいき

：２か所
しょ

 

重 症
じゅうしょう

心
しん

身障
しんしょう

が い 児
じ

を 支援
し え ん

す る

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

 

確保済
か く ほ ず

み  （Ｒ２現在
げんざい

）市内
し な い

：１か所
しょ

   

圏域
けんいき

：２か所
しょ

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための協議
きょうぎ

の場
ば

 

設置済
せ っ ち ず

み（Ｈ３０年度
ね ん ど

に障
しょう

がい者
しゃ

地域
ち い き

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

・子
こ

ども部会
ぶ か い

に分科会
ぶんかかい

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

検討会
けんとうかい

」を設置
せ っ ち

） 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
など

に関
かん

するコーディネー

ターの配置
は い ち

 

配置済
は い ち ず

み（Ｒ２現在
げんざい

）市
し

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター

に１名
めい

配置
は い ち

 

（５）相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
など

  

目
もく

 標
ひょう

 値
ち

 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターによる総合的
そうごうてき

、専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

を実施
じ っ し

する体制
たいせい

を整備
せ い び

 
市
し

単独
たんどく

整備
せ い び

 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターによる地域
ち い き

の相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する訪問
ほうもん

等
など

に

よる専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・助言
じょげん

や連携
れんけい

会議
か い ぎ

等
など

の開催
かいさい

（年
ねん

回数
かいすう

） 
50回

かい

 

（６）障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

  

目
もく

 標
ひょう

 値
ち

 
令和
れ い わ

 

３年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

 

４年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

 

５年度
ね ん ど

 

県
けん

が実施
じ っ し

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

に係
かか

る研修
けんしゅう

その他
た

の研修
けんしゅう

への市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

の参加
さ ん か

（人数
にんずう

） 
10 10 10 

障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

審査
し ん さ

支払
しはらい

等
とう

システムによる審査
し ん さ

結果
け っ か

を

分析
ぶんせき

しその結果
け っ か

を活用
かつよう

し、事業所
じぎょうしょ

や関係
かんけい

自治体
じ ち た い

等
など

と共有
きょうゆう

する体制
たいせい

の会議
か い ぎ

等
など

の実施
じ っ し

（回数
かいすう

） 

2 2 2 
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10 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の見込
み こ

み量
りょう

 

（１）訪問
ほうもん

系
けい

サービス  

サービス名
めい

 単位
た ん い

 
見込
み こ

み 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

居宅
きょたく

介護
か い ご

 人
にん

/月
つき

 時間
じかん

/月
つき

 117 1,782 120 1,827 123 1,872 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 人
にん

/月
つき

 時間
じかん

/月
つき

 1 4 1 4 1 4 

同行
どうこう

援護
え ん ご

 人
にん

/月
つき

 時間
じかん

/月
つき

 11 118 12 128 13 138 

行動
こうどう

援護
え ん ご

 人
にん

/月
つき

 時間
じかん

/月
つき

 4 42 5 47 6 52 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 
人
にん

/月
つき

 時間
じかん

/月
つき

 1 4 1 4 1 4 

（２）日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス  

サービス名
めい

 単位
た ん い

 
見込
み こ

み 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 310 5,800 320 6,000 330 6,200 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 

(機能
き の う

訓練
くんれん

） 
人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 1 15 1 15 1 15 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 

(生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 
人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 19 210 19 210 19 210 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 43 637 46 682 49 727 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

 

支援
し え ん

(Ａ型
がた

） 
人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 218 4,390 226 4,550 234 4,710 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

 

支援
し え ん

(Ｂ型
がた

） 
人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 202 3,514 210 3,650 218 3,786 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 人
にん

/月
つき

 25 30 35 

療養
りょうよう

介護
か い ご

 人
にん

/月
つき

 13 13 14 

福祉型
ふくしがた

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 32 186 34 198 36 210 

医療型
いりょうがた

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 人
にん

/月
つき

 人
にん

日
にち

/月
つき

 14 58 17 70 20 82 
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（３）居住
きょじゅう

系
けい

サービス  

サービス名
めい

 単位
た ん い

 
見込
み こ

み 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 人
にん

分
ぶん

/月
つき

 135 145 155 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 人
にん

分
ぶん

/月
つき

 145 144 143 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 人
にん

分
ぶん

/月
つき

 0 0 0 

 

（４）計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

・地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

  

サービス名
めい

 単位
た ん い

 
見込
み こ

み 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 人
にん

/年
ねん

 236 248 260 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 人
にん

/年
ねん

 1 2 3 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 人
にん

/年
ねん

 1 2 3 
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11 障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

等
とう

の見込
み こ

み量
りょう

 

 

サービス名
めい

 単位
た ん い

 
見込
み こ

み 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

人
にん

 201 211 221 

人
にん

日
にち

 1,131 1,191 1,251 

医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

人
にん

 23 24 25 

人
にん

日
にち

 216 226 236 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

人
にん

 1 1 1 

人日 2 2 2 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

人
にん

 19 22 25 

人
にん

日
にち

 46 55 64 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

人
にん

 330 355 380 

人
にん

日
にち

 2,885 3,135 3,385 

障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

 人
にん

 112 117 122 
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か か み が は ら し
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しょう

がい者
しゃ
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各務原市
かかみがはらし
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だい
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しょう
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しゃ

計画
けいかく
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き

障
しょう
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ふ く し

計画
けいかく
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第
だい

２期
き

障
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じ
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